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投

也
ザ
ム
対
誌
と
し
去
し
た
。
切
り
は
い
ハ
月
二
十
八
日
で
す
@

ξ
た
一
方
、
「
じ
少
に
は
一
旧
民
令
市

i
t
-
-
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f
-
-

JC
竹
帥
り
万
一
山
山
し
ょ
の
し
ょ
っ
一
と
吋
ぴ

ι

問
中
月
五
時
に
集

か
け
て
こ
と
し
で
例
年
け
に
人
り
ま
ー
ペ
い
汁

1
1
1
j
l
!

す
。
子
供
台
、
保
門
閥
、
的
枠
院
な
ど

に
は
こ
こ
し
?
お
そ
矧

F3配
り
ま
お
ま
つ
り
と
C
み
の
遣
は
語
唱

す
。
竹
絞
り
が
拙
域
科
会
の
シ
ン
ポ
ん
の
桝
み
の
た
ね
で
も
争
心
わ
け
で
す
が

と
も
な
り
、
市
民
の
心
の
ム
え
え
と
し
て
さ
フ
Y
テ
ィ
ア
の
定
時
柏
闘
と
し
て
市

内
っ
て
い
〈
こ
と
が
制
ワ
ち
の
で
す
〆
O

塚
市
丹
年
川
持
品
A
h
が
乙
れ
に
高
山
り
組

F

ん
で
か
ら
十
牧
年
に
な
り
ま
ず
。
早
川
川

村

ウ

ル

ト

ラ

悼

の

バ

町

立

り

の

メ

イ

ン

ス

ト

』

l

大
マ
ン
掠
る
ん
即

J-黙
々
と
清
掃
す
る
互
ー
た
ち
の
行

J

-

制
刀
に
ね
も
し
さ
を
感
じ
去
す
が
、
ζ

石
川
向
の
加
川
上
品
判
以
別
誌
の
と
お
り
ζ
敬
ザ
は
ガ
ー
ル
ス
カ
ロ
ト
や
美
化
問

で
す
か
、
こ
と
し
約
だ
L
加
わ
っ
た
も
倍
も
加
わ
り
幅
広
い
ク

y
l
y何日聞か

の
に
、

luタ
ト
ム
引
の
公
一
州
ζ
川
時
三
ノ
ァ
伊
持
し
て
い
ネ
ト
ナ
。

ミ
y
l別
地
が
あ
り
ま
す
。
七
グ
木
氏
今
川
は
む
し
H
八
日
の
日
臨
H
旦
朝
五

は
、
平
塚
百
年
会
議
所
が
創
吃
二
十
町
時
か
ら
中
心
府
民
前
そ
付
設
に
ぐ
り
ひ

年
引
い
三
ア
刊
と
し
て
行
う
~
つ
で
七
タ
ヲ
合
り
ま
す
。
}
人
で
も
沼
〈
の
事
加
を

え，

P
な
ど
郡
山
(
も
の
が
ブ
ー
ム
で
す
に
ち
な
ん
て
恥
制
作
し
た
も
の
で
す
。
ど
り
び
か
り
て
い
ま
す
c

し
、
刊
中
盗
容
で
も
あ
り
ま
す
。
日
間
↓
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ア
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又
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規

制

ほ

ほ
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あ
る
い
は
お
と
ぎ
民
む
}
コ
マ
が
取
り
住
の
J

同
い
イ
ベ
ン
ト
空
j
」
と

tMさ
女
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J
げ
b
れ
て
い
る
か
も
し
を
せ
ん
a

れ

た

も

の

で

、

親

と

子

宍

毛

無

料

公

昨

年

並

み

女

官

を

し

の

七

夕

ま

す
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主

主

主

3
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2
3り
ま

し

た

。

署

長

?

*

町

民

日

給

料

弓

z
J九
月
日
山
口
ぺ
許
可

h
m
m
M訪
問
山
川
町

会

主

y
ー
に
は
に
と
し
も
す
で
に
歓
迎
塔
が
三
島
が
D
ま
し
た
し
、
事
前
定
信
用
の
力
タ
1
ポ

ス

タ

ー

も

古

ー

ス
『

1
i
j
f
i
r
-

こ
の
入
局
窓
奈
は
い
ハ
バ
一
一
ナ
円
か
ら
お
ま
つ
り
は
島
し
い
乙
と
で
す
。
モ
れ

会
県
下
各
市
町
村
を
は
じ
め
関
東
四
国
孝
一
一
要
事
前
町
村
存
在
ど
へ
委
案
え
て
い
ま
す
。
ζ
*
ι
、
歌
食
誌
の
協
力
生
市
弘
前
市
民
相
手
に
お
配
り

KA
だ
け
L
い
ろ
い
ろ
な
閣
で
さ
さ
ム

脅
と
し
室
長
ー
の
揺
は
、
昨
年
度
芸
コ
ン
ク
1
ん
の
入
罪
の
中
か
ら
横
浜
市
戸
援
活
躍
光
会
一

ili--ii;ー
十
一
手
、
誌
の
日
書
量
販
売
円
白
書
さ
ま
で
す
。
人
の
出
、
吉

会
厳
さ
ん
の
昨
品
「
に
ぎ
わ
う
ガ
ダ
ま
つ
り
」
を
採
用
し
ま
}
瓦
ん
。
催
し
駒
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
問
依
叩
け
む
守
安
伊
作
は
竹
昨
り
コ
ン
ク
i
ん
に
一
一
一
乞
町
一
間
で
も
配
布
し
ミ
す
額
、
沌
子
の
黙
と
、
い
ず
れ
も
が
け
た

安
七
月
同
日
に
新
聞
折
り
込
み
一
丸
む
家
庭
に
お
崩
け
ナ
乏
rは
ず
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
は
と
れ
ら
の
話

V

五
時
庶
民
の
部
に
は
川
十
九
点
の
穿

a
主
七
日
斗
俵
i

ハ
時
半
か
ら
は
、
京
外
れ
の
散
乎
を
引
す
だ
け
に
、
交
通
、

官
題
を
追
っ
て
、
ほ
ぱ
日
程
の
決
ま
っ
た
鑑
し
判
の
内
容
を
紹
介
し
て
み
た
、
と
思
加
を
一
見
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
)
般
参
加
的
存
品
子
、
治
水
位
十
八
郎
、
モ
れ
に
持
光
化
学
、
災
持
と
日
制
定
事
第
そ
も
と
に

し

い

去

ナ

一

安

点

γ示
内
に
の
も
の
ま
で
を
合
め
る
と
一
…
一
千
別
タ
ス
ト
と
し
て
加
勝
翠
紀
子
が
出
前
楠
討
し
、
慎
重
な
準
備
を
し
て
い
ま
す

と
と
し
は
理
行
社
が
企
留
す
る
H

七
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
明
定
着
し
ま
し
た
で
開
伝
し
ま
7
0
守
口
は
太
問
如
実
、
十
品
に
及
ん
だ
わ
け
で
す
一
が
、

C
Eし
も
す
る
一
ア
ジ
才
開
問
の
公
開
掛
川
口
μ
ト
ヨ
し
た
が
っ
て
、
組
年
む
ζ
と
で
す
が
中

タ
yア
l

H
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
と

H
ミ
ス
ロ
タ
コ
ン
テ
ス
ト
u
は
、
ま
ず
ア
グ
主
ス
チ
ャ
ン
、
打
人
ら
主
出
面
ナ
ζ
れ
そ
さ
ら
に
上
田
る
抗
千
究
ぶ
し
て
一
次
一
款
の
祭
典
d

が
財
か
れ
ま
す
ο

入
場
、
レ
街
を
は
じ
め
市
街
地
に
大
踊
な
交
官

官
ζ
と
て
}
昨
年
四
二
百
九
土
ま
ず
の
号
、
法
定
工
、
七
夕
一
事
務
る
と
あ
っ

τ的
人
気
は
上
々
で
す
ら
ほ
し
い
も
の
と
、
再
童
会
主
協
と
塁
の
き
蓄
は
が
き
に
語
、
有
害
る

Eに
な
幻
ま
す
ι

意

万
人
、
昨
年
の
一
一
…
百
万
五
千
人
を
上
回
局
は
す
で
に
華
や
い
だ
ム
ー
ド
に
つ
っ
と
こ
ろ
で
弓
七
夕
ま
つ
り
の
中
立
力

t
cび
か
け
て
い
ま
す
一
主
r
M勾
氏
名
、
昨
齢
、
時
来
か
語
い
て
、
干
加
の
内
容
は
ほ
ぼ
昨
圧
と
同
じ
で
パ
ス
や

夫
出
に
な
る
う
一
と
予
概
し
て
い
ま
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
な
ん
と
い
っ
て
ゑ
係
り
で
す

a
E
行
っ
て
い
る
読
し
円
三
、
一

Z
K沢
市

内

室

長

、

言

オ

時

比

三

7
2品
長

官

ま

す

。

す
c
ζ
れ
に
対
し
て
催
し
む
段
取
り
の
前
夜
祭
的
性
格
も
荒
ね
て
七
月
一
引
の
と
も
険
認
め

2
り
に
製
作
が
す
す
ん
で
の
一
般
の
ピ
ん
、
事
務
所
、
昨
日
り
む
一
平
塚
古
川
ヅ
去
ワ
D
ト
ヨ
タ
歌
の
各
県
お
知
り
合
い
の
万
へ
の
C
吹
聴
も
お
願

ほ
う
は
ど
5
か
と
い
い
ま
す
と
、
ま
ず
日
曜
日
午
前
十
時
か
、
b
市
災
セ
ジ
タ
l

い
る
わ
け
で
す
が
、
ζ
と
し
は
H

京
撚
公
げ
に
ワ
づ
い
て
、
乙
と
し
は
飲
食
山
係
」
へ
お
申
し
込
ふ
く
だ
さ
い
ι

締
め
い
ま
す
。
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市
議
会
議
U

同
法
遜
佼
の
初
突
出
で
あ
み
市
議
会
鋭
時
告
が
五
月
十
六
日
に
開
会
さ
れ
、
正
副
議
長
、
科
常

在
委
員
会
安
日
開
の
間
長
人
事
が
行
わ
れ
議
長
に
相
厳
正
久
凶
氏
、
副
議
長
に
内
藤
敬
一
民
が
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
議
会
の
談
封
の
な
か
か
白
選
出
さ
れ
る
監
会
委
員
に
小
川
位
助
民
が
選
任
さ
れ
た
。
但
乱
読
さ
れ
た

殻
紫
は
「
帯
決
処
分
の
軍
認
に
つ
い
て
」
で
あ
yvが
、
と
れ
は
、
い
ず
れ
も
ヰ
腔
京
に
法
読
の
成
立
あ
弔
い

は
、
問
、
県
ト
ヱ
回
全
白
確
実
ま
み
ん
は
市
慣
り
ベ
円
等
が
あ
っ
た
た
め
、
議
企
へ
懇
り
し
京
認
を
求
め
た
も

の
で
、
「
地
方
税
抵
の
改
正
に
基
づ
く
市
税
弘
前
併
の
一
部
改
正
」
と
「
五
十
一
一
一
年
度
の
補
正
予
算
」
で
、
い

ず
れ
私
鼠
案
芸
品
り
可
決
手
引
に
，

もも
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ー 府常

持
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義
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、関三藤宮

し学です 三 蹄讃
て務る 津夫
い言集調
ゐへ欝

しすこL
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マ{
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Gま"吋 ゴ二戸〆主主関;ユ:、詰)且草地1302雫、芝露地 382棋が冗し、市民Oう
司 TT 11 
担 万々に利用されている。残る基地の王室副こついては、今後吋一次を分
如 !1五CI! けて成してい〈ことになっているが、モの計掘の資料とするた出
石 u アンケート調査官吏臆する乙とになった。
Fti !i 現在墓地のない方、これから墓地を購入しようという万、造成す
百 11 る将来の目安にしたいと考えているので、ぜひアンケート調査に協
二日力していただきたい。方官製はがきに住所、民名と次の設問

nの回答亡芸品iわが記入して 6)130 日までに「干お4平抵市投開館J詰
11 の I 平塚市都市開JGt.s公鐙以地調Jあて郵送を。
設問? 設問3

11 江〉土属議慰に整地主持ちたい3 ⑦時過現地を主翼む。

11 ②市内の剖こ釦也を持ちたい。 ③I芝生信地宍む0

11 弓;市外に整地をおちたい。 設問4

設問2 @1年以内lこ護士出をき求めたい。
刊〈岳遺骨を持っているが芸地がない。⑮3年i'(r]に息地を求めたいe
F 喧〉将来のために慈地主翼いたい。@15年以内に墓地を求めたい@

電，~告に主草地があるが移転したい。 ⑬それ以後に芸高地を求めたい。

教膏民生委員長

原辛子氏

長員
氏
幸

司

晶

蹄

耕

慨

府

長

F

員

氏

委

龍

一μ
常

設

常

州

三

建

国

d
者
一
一
欝

〔
教
育
民
生
常
任
委
員
会
}

原
孝
ザ
、
副
番
目
開
長

た
だ
し
、
択
の
方
は
五
十
三
勾
中

(
昭
和
五
十
四
年
足
)
白
所
得
証
明
が

必
要
と
な
る
。

畳
給
者
か
じ
十
歳
以
上
(
開
閉
治
的
サ

二
時
七
月
一
ニ
ー
一
日
以
前
に
住
ま
れ
た

方
〉
の
蝿
向
で
、
昭
和
五
十
四
年
一
月

一
日
仁
川
叶
山
崎
市
に
口
川
氏
登
録
が
な
い
受

給
者
、
配
偶
者
、
問
盤
義
高
者
ゾ

く，)職選清掃作業員

。賞金日額 4，8凹円

。募集人員 15人

。期間 7月10日-8))31日

O申し込み市院の腰箆留で6
月27日げく〉までに、職員課へ
提出。

く〉毅種薬剤散布作業員

。貰金日額 4，800P3

C募集人員 4人

O期間 7月 2Ei.-_ 8月31l'-i 
0申し込み市販の履歴書で6
月23日C:lつまでに職員謀へ提出。
>.(職員課 TEL23-1111内観322

望書J:i;;相談窓/i;綴苦言綴区行政令ンo2一宮(22)2711 
o法樺相談毎月第2f海13金曜日13時-16時〈予約制コ
やその他の相談毎月教育担談、交通事故相談、措人就業援助

相談を行っています.

や県市合同抱諒 6月22日、 29El醤富-18時 平塚駅北口交

〈法律相談、交通事故相談、県政、市政一般相談など〉

議役会緩F号事自談察官(33)お33
ー億i鹿月感自主主湾5控除013時-15時

母子相談・平日、由時-l5!時30分ー常設
京皇室児童相談 a平日、 B時-16時
高齢者帯域童相談e平田宮時30分-16時・土摺臼 事時30分-12時
結婚相談・※受け付けは指数開始時j哲治、ら

市民相談窓/市役所管(23)1111 

一般注控目呂談・ 7月10臼仁火曜臼〉・ 13時 -16時 人数におuffilがある03時交付〉
へ擢法曹三相談・ 8月19日、 7月 3日亡火曜日〉 リ事待-16時
庁政苦情相談・ 6月19臼、 7A3日 f火曜日〉・ 13時-16時
登記相説.7月13日 C金曜日〉・ 13時-16時
宅勉強物相談・ 6月初日 E抗凝日〉・ 13時-16時 人敢に制民主があるく13時付コ
住宅相談・ 5月19日て火曜日〉・ 13時-16時
時思思考案〈特許3椙談・ 7月吉田 f月曜日〉岳 10時-1日時
下議取引巡回あっせん・ 5月21臼〈木曜呂3 ・13時3C分-16時

• 7 Fl12臼 C木曜沼〉・ 5時3似合-16時
ー銭i問問題日.7 A21日

:J()>母相談・平田、草炭十、16時・常設 C青少年議3
4。診交i遇車署故穏談 怒適月曜臼 .1江C時-1臼5時 交i遜車宝安毘ヨ会詮協金 C市主畏子
司φ診軸曹ヰ相自臨
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マ
:
;
背
中
J

昨
課
で
は
、
最
は
に
お
日
ゐ
青
少
年
の
非
打
白
書
と
も
い

マ
:
う
べ
き
「
昭
和
五
十
三
年
度
の
育
ハ
占
ザ
相
談
窓
の
活
動
概
お
」
会

マ
発
表
し
た
岱
そ
れ
に
よ
る
と
、
コ
理
由
開
媛
符
為
の
中
古
、
特
に

マ
ー
ー
中
学
生
の
y
yナ
l
乱
用
行
為
思
表
面
化
、
…
掘
っ
た
性
知
識
か
ら

昨
年
一
年
間
ゼ
百
九
十
件
、
四
ι仲間、

(
四
十
九
ザ
度
九
十
五
件
)

る
と
約
倍
摺
し
て
い
る
。

少年の1同子は、輸を受講3のピークをむかえ
今後もまずまず掴加すると唱えられていま

す。うちの子に鼠つてはと抽崩してはいられ

ません。 ζれらの非行の原因は、家在そのも

のですが、誤汚lにはいろいろなもの、たとえ
ば、シンナ」や雑誌、広告物等の刻々と毛uむ
ずる社会環墳があります。

私たち三五婦は、この変化に容易に対応でき

ません。子供たちの巡揖とモれをとりま〈環

境の変化への理解不足が、:子供たちを庁七ーに

走らせている一つの原悶といわれています。

そこで、私たちはこの環境の現実をみなさ

んに広〈知っていただくた詑、 fノふさな話し
合いjを数多く計!留しています。 ζれから、

みなさんに話し合いを呼びかけますむで、お

気軽にぎま加してください。

社会環境浄化長

山
キ
ュ
ー
ン
、
キ
ュ

i
y、
ズ
ド
l
y
o
F
1ム
コ
ー
ナ
ー
か
ら
暁
義
感
、
ポ
ク
ロ
ジ
ン
グ
場
、
パ
チ
ン
コ
山

間
菌
、
は
で
は
ふ
ろ
罵
ま
て
あ
b
と
あ
ら
由
る
と
こ
ろ
で
百
周
か
け
ら
れ
る
イ
ジ
ペ
l
ダ
1
ゲ
ー
ム
。
小
学
生
川

州
か
ら
大
人
ま
で
ゲ
i
ム
の
魅
力
に
と
D
つ
か
れ
、
ず
さ
妾
じ
い
ほ
ど
の
一
品
開
ぷ
D
で
、
日
本
金
問
イ
Y
ペ
l

川

川

ダ

I
ブ
ー
ム

Gζtp譲
ぷ
り
の
一
方
、
子
供
た
ち
の
議
昼
、
ゲ
ー
ム
設
し
さ
の
ひ
っ
た
く
り
山

州
中
挙
吋
恐
か
つ
な
ど
の
犯
罪
、
ま
た
、
夜
祭
り
な
ど
か
p

罪
行
に
走
る
青
少
年
が
増
r

え

て

い

る

。

山

毅
ゑ
饗
襲
警
a1

p
h
 

子

ど

も

官

、

い

っ

ぱ

い

一

万
パ
月
間
れ
の
八
九
月
二
イ
日
、
デ
ゴ
蜘

}
一
や
博
物
館
、
隠
占
閉
鎖
な
ど
を
写
生
唱

し
よ
う
と
、
ち
び
っ
子
た
ち
の
写
佳
刊

大

会

が

開

か

れ

た

。

伽

ζ
れ
は
市
救
語
委
員
会
が
文
化
セ

O

Y
タ
I
に
占
る
弦
間
皆
設
の
存
在
者
川

知
つ
で
も
b
う
こ
と
と
、
野
外
五
…

し
く
写
牛
じ
て
い
た
だ
こ
う
と
始
め
。

た
行
事
で
、
乙
と
し
九
回
目
。
哨

乙
の
日
は
い
貯
叉
に
努
ま
れ
た
た
め
日

か
怒
十
く
か
ら
ち
び
っ
J
J
国
凶
器
が
2

E

め
か
汀
ふ
だ
ん
は
治
か
な
文
化
セ
ジ
嚇

次
も
、
今
門
長
か
り
は
子
院
た
ち
一

の
歓
声
で
と
で
も
に
ぎ
や
か
だ
っ
た
山

り
き
り
さ

!
o
j
:

床下薬斉IJ散布g
I神田地震3

6) 1131 J (企)rI-1村部4 会

?- 16f1仁J)日T本、日1ふ

グ lsrlυ刀打J村お6CJ出会

E南原地区3

6Jl京l!l(ガにコ 、2HJ (外c) 守男

E中 j京地亙3

6 j-j22Jl Cむ〉御殿束、制限北町内会
?' 23r.:J (Jコィ山市、同町内会、子の

神住宅[-::-j治会

v 2，')[1 (Jj)上市北、上タ町内会、上宿
住宅自、会

?' 26Il C火コ円百点、下街J科目J内会
ク 28げに木〕下回'Jj)Eh 下宿;lt;mr内会
?' 29ft (令〉訟イイ点、問、問、北町内会
y 30U (-:_t_~)下宿住宅、新如、E地自治会

7JJ2HC月〉、 3臼 C火〉閣は烹仁川、会

.y 4 n (ガく〉 仁f均百'jJ，間I1々;ヘミ
?- 1口u仁火〉右京、軒町、新聞明日治J壬
ρ l1H (水)J一梢}捌j内会
4ク 121J(/}-:) .-....-141ヨにヒ〉頁1主主M

E神田地区1

7 J15 [:i仁:1()、 6H (金〉大神治ム

};(以下は次りでお矢口らぜずる。

しく

き 6月24日(沼〉 午前呂酬もら
⑧当日午前 7~をに花火で予告の合図をする

⑧小雨決行、雨天の場合は7月H1C日)1)限延

⑧i針帯するところ

・自宅付近由道路

・広場公儲等子供の遊ぴ場

@モ白偽公持の場所

平壇市費化運動書簡車部
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京
市
の
博
物
館
は
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
一
臼
、
文

化
セ
y
h
F
I構
媛
白
一
墳
と
し
て
九
倍
円
以
上
白
ド
訴

を
投
じ
て
完
民
、
以
来
、
今
日
ま
で
来
館
す
る
市
民
も

二
十
五
万
人
ク
数
え
て
い
ま
す
。

噌
物
館
で
は
、
展
示
物
や
プ
ラ
点
タ

J
リ
ム
の
仏
関

な
ど
に
極
々
の
下
元
主
品
明
記
で
い
ま
す
が
、
一
方
で
は

遺
跡
の
発
掘
に
も
力
を
迂
い
で
い
ま
す
。
と
ぶ
つ
し
た
活

動
む
中
で
、
よ
り
多
〈
の
市
民
に
山
剤
師
刊
に
立
ち
寄
っ
て

教
養
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
、
各
曲
帽
の
儲
験
〕
字
罰
や

同
然
試
脚
罰
金
、
日
午
ぞ
目
見
る
虫
、
は
た
ま
た
デ
ッ
サ
ン
教

室
?
な
ど
幅
広
く
念
願
、
広
報
紙
な

E
で
呼
び
か
け
、
市

民
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
ず
あ
機
会
ク
λ

説
け
て
い
ま
す
。

今
月
パ
回
、
と

APレ
た
博
物
館
市
動
の
一
顕
を
カ
メ
ヨ

レ
ポ
ー
ト
で
と
h
h
v
兄
、
む
一
紹
ず
じ
ま
す
。

な
お
、
博
物
館
開
催
の
市
民
事
加
の
行
事
は
、
信
記

広
報
ひ
一
色
っ
か
ム
ハ
頁
の
博
物
鮫
川
口
索
…
内
欄
で
幕
張
し
て

い
ま
す
白
で
、
ぜ
ひ
、
あ
な
た
も
舟
T

加
害
れ

τは。

一
M
財
人
体
内
づ
く
り
抗
日
干
の
宇
一
・
州
市
一
M
U
7

ハ7
H
(
!
)

講
川
刈
定
時
4

忙
し
て
い
る
。
市
川
引
い
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れ
る
一
・
治
一
ゐ
回
口
7
刀
同
日
(

L
し

)

方
は
、
h

引
は
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た
H
に
じ
ル
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ず
に
市
一
川
聞
は
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れ
も
勺
山
山
時
か
ら
犯

し
J
U
み
か
J

一
同
そ
で
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問
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E
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科
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十

日

間

一

7
こi
一ミ

1
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い
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、

。

一
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ら

一
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事

的
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の
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的
8
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介
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一

ハ
?
?
。
時
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-
氾
川
和
い
ん
体
内
円
日
山
内
外
…
J
v

健
扇
ま
つ
り

持

円

山

説

へ

。

一

e
G
Y打
日
(
日
)
口
一

υム
げ
仰
向
山
肌

vmな
お
、
初
め
て
軟
に
ナ

5
1
4さ
れ
る
…

γ
照
懇
話
間
人
卓
球
大
会

万
は
、
広
一
聞
の
ほ
同
地
β
断
丹
、
印
鋭
、
一

8
6バ
m
l
〔十点)問山内
M
h体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
傷
許
保
険
代
と
し
て
三
口
元
一

f
黒
定
時
制
通
信
高
校
パ
レ
大
企

寸
円
持
母
す
ゐ
ロ
一
・
7
刀
1
H
(
日
)
見
山
内
拙
向
付

詳
し
い
こ
と
は
、
出
荷
深
〈
電
話
札
一
古
家
庭
婦
人
バ
レ
i
大
会

!
一
コ
ワ
五
七
九
一
一

Chハ
C
)
へ
お
に
ず
一
・
7
パ
4
U
(
ぷ
)
見
日
仙
台
体
庁
総

ね

ん

市

)

ロ

ム

V
県
訣
庭
婦
人
卓
説
大
会

2
7
バ
ロ
日
(
木
)
什
日
出
合
部
育
館

写
し
だ
を
れ
る
太
織
の
黒
点
を
観
察
す
る
少
女
の
顔
も
真
制
だ

梯句ち

博
物
鎮
座
ょ
に
セ
ッ
ト
さ
れ
た
天
体
望
通
鏡
竜
太
陽
集
点
は
い
く
つ
あ
る
た
語
、
9

外
東
京
電
刀
V

設さも自由に利用できる。種目はパス

ケット、ノ《レ}、パドミントン、卓球。

パドミントジ、卓球のごラケ;yp，>:::，ノャトJレ、

オ，-ノレは各国持ジする。

06~118(~) 午後 1時~話時

06 月 25臼(~)グ

o 見喜怒()守〉 ρ 

なお、運動くやっ〈制まき〉と運動ので苦

る服装で書加するζ と。

市へのご君主 要盟 情などがあ

』つましたら、お気軽にお出かけを。

※i費量警生活相談も行います

担当 生活課市民間主宅室 CTE L-23-1111内組293，

[6汚の呂程1



一一一:)( 空宇一一一

孤独のとなD 三浦綾子

白い遠景 r:_:J村 昭

しづ女の#主主 三三時哲郊

間十字戦顧 問中光二

件按の譲拡 居村卓

{f~械の光輪 馬村

坑¢限 額原

ロアンチY.:7街道 !l1関東呂無
T行者1I旅情 瀬戸内寂聴

石の結社 荒巻義雄

レガシ} ジ日ジーコイン

武二三完投人事件 藤村太

民鳥田中 伊藤位-

己 畳間穣

一一~家庭・生活一一一v

やさしい手まり 尾崎刊亡子

In肉を料環に 和田常子

制されなじ住宅選ぴの方法

;木ドそ] 胃弘

子呆めの花 笠原点男

一社会'科学 eその他ー

遊行守 橋{5:.J昌

東福滋J扇箆 佐藤:全信

也敵企業の想と行動古森 隠

ねこ老衰ねずみ境 清水達也

LりE講説 IV 竹村健一

人制の知的遺産 20 稲 良典

のらくろ召集令 白川水

おと乙iこ効く本 木崎 Ik~潟
市民選挙の実験ーヨコハマ燃ゆ

iJ1E行注目

諸活字子 ょ巨J話

回宮ぷ二

す援をJil.る会 jヲをJil.ょう
.ll時 7!J7EIU二〉午後 6 時~8時
a申し込み 6月2811まてやに往復はがきで博
物館へ申し込みを。多数白璃合は拍せんで

30入。

交草木で染めよう 木の皮を使って
~一一体験学習シリーズ 出33一一一
-日時 7丹 8臼く13)午前10時~午後3時
材料費 1人 200円
5 申し込み 6 Fl30日までに往復はがきで博
物館へ。多数の場合は拍せんでお人。

);(ク又平、サクラなどの樹皮を使って絹の小

布ぞ染めてみる。

口博物愛宮千254浅間努T12-41T E L33-5111 

霊童書事
旬、惑を打つ人の俣病もわ

かる。戸門編から布石田碁礎、王立め合いの民主

理、終盤戦のテクニック等。

• 6 月22日 ~7 月初日毎週金曜日全 5 問。今

後 6月3(分から8時30分まで。
ー指導今井正直民組薮i定の議あり
省膏埠20人を対象

女こども挟混と奇衡のつどい
ービューティフルネームfとベこどもたちー
「アラジンとふしぎなうンプj ほか L本と

みんなで楽レむ奇符〈マジック〉

• 7111 日仁日〉今後 l 時30分~3時3(分ま

で。

・親と子 lC白人を対象

すこども挟衝のつどい
さあfパンダの赤ちゃん生まれるかー

• 7 月訪日([J)午後 1 時~3 時まで。

「ノてン夕、のふるさとあの立に饗けJほ
か 1:;$:と話し合い。

・裁と子 100人を対象

す殺と予の楽主主き入門
楽しさいっぱい、提焼ぎの蓬轄からー

• 7 月29日(日〉勺捜 1時~3時まで。

• 8月5日〈日〉午前1α時_....._.1.2i:痔まで.
2 混と子〈ノj吟竺主主仁ヒ60.人を対象。

-材料控1人 5001司、エブロジ等持牢

古今後の主な催しものの予定
・8月間乙うf欽お')かながわの歌50選
趣味の講座「評棋Jなど

• 9刀趣味E講E荘「車道J rレタvYグJ
3主総品都心者懇(~て受付開始〈後期分コ

民悼しものむ申し込みは、乞亘話またはお気穫

に芳諸官を。

官休館白 梅i皐月曜臼

立干254浅間町12-41 電話32--7029

*耳央資金
ー7月15日〈口) 1閣寺 14時
IlJ.¥}--J ミュ」ジカノレ欧間j カフー

工時守謁235:テ

青少年!決題占領j

O上映耳央官富 蓄量の子太郊
。認 証寺 E月17El(認)8時:105)
く〉劇 場東映手工谷皮

T E 21-1021 
H制金大人、小人とも1叩 [11

大こども挟E習会
・6JH7[C1 (f]) 100寺 14除手
rlJFO閣の交通'j安全Jアニメーシ!)/14分
れまくらは怖の消防政」アニメ}ション13分
「ぺ」プ・ノレースJ アニメーシュンlb)

*16ミ')映写機技術講窓会
図書館伊J梧党ライブヨl)-でほ、次心事視
で16ミu快号機技術講習会を聞きますs 一人ε
も多〈白方々に16"'0映写機の操作を覚えてい

ただき、 16~!J映~1を利用してもらおうとおこ

なうも白で、悼了f実認定吊てが交付され主"
日時 6 JJ27 nけく)~28 日仁木〉

9 時~16S朝日分 (2 f-l開〉
・場所 図書館3階会議宅

・費消テキスト代 400円
''''1京市内在住、在勤、在学の方
・葬祭乞へ員 40名
・申し込み 6月19日仁火〉から応車町守
党ライブラl)ーへ C電話でも可〉

大おはなし・こどもきゃらばん
県立E墨書書館 i;:tsやまなし乙どもきゃらばんJ
は、県下各地の幼稚毘君、図書館、文置など包ざ

まわってパスの中で人静盛期、 Yズムあそび、
脱函などそおになっています。今度次のIj刊

で平塚図書館にまわってきます。

旬日誌手 7 JSll日〈泣く〉

1 [2]回(13時~14時) 2 [TJ回(14時へ15
時(1ι腎~16時〉
・埼所 関委事館北側駐車場

・内幸子 ①人形劇 13ぴきりヤFのガラガヲ
ド/J ②l)ズムあそび cr映画

省対象幼児 (!Jv学校低学年¥¥l.話も含む〉

e定員各自とも40名
・申しjdみ 6 J'l15臼〈金〉より図書館ζ ど
も室へ E電話でもoJ)。定員になiJ次第締め
切らせていただきます。

公抹輯毘揮i畠月鶴自尽京祝B
女E盟毒事措 干254謹間約12-射撃童話31---0415



30分から16時までa 母子健康手憾と
筆記府民をお持ちください。

女平塚市役所毎月実施

日哲子 7月 2日.9日・ 16日・ 23日
;場所市役所B会議室

申し込み瞳詰iJν¥ガキで

浅間il1T9-1 市保健箆己謀
議話 23-1111内組259.260 

重量対象. r第 1期]-3@受ける。
4 緩までの幼}~。

1ill3部とも 3;思路

重量場所・平境保健明

軍曹時間.13，持~14日時まで

[3か月児縫診〕
7月 6日 54昨 3 月 1 日 ~10日生

7月13日 54年 3 月 11 日 ~20c] 主主

7月20日 54年 3 月21 日 ~31 自主主

[3歳先{健診〕
7 YJ 5日 51年 5Ji 1 臼 ~10日記
7月19円 51年 5 月 11日 ~20日生

7月26日 51年 5月21日-31日主主

7月犯行 市役所B会談窓
グ 17f] 富土見公民館

4参対諜 6月に1歳 6か月を迎えた
主右H!

d参受付時陽午按1時-2時

φ健詩合場福知会館
φ日程
7月 38 52年 12月 1 Fl~1O日告

7月初日 52年12月111']-20日生
7月17日 52年12月21臼-31f1生
出車で来場む万は市役所駐車潟へ

ゃん 長

官松箆悶)7-1 '乎援要E便局望書潤
諜にお勤めの4除片与L行さん(24識〉
と叢敏子さん (23設〉の長男。現

在 10iJ'月半で、体重 9.7九、身長
74~〆、 53'予 7 }.J31日生まれ。
とのなろ、人が持っているもの

ばかD欲しがってママにしからわ

る。だけど、 トモ君lこは、ひいお

じいち h ん、ひいおばあちゃ入、

お己いちゃノいおばあちゃんとい

う強い味方がついているから、し

かられても、いヲもニコニコ。

から8週間コ
E第 2期 -1百i受ける。
第 1WJの 3目li'lが終ってから 14
7わらI庁之手までの期間に受ける。
E生後4歳までに第2期を完了す

ることが望ましい。〉

事費時間・ 13時30分---lSf}):まで。ただ
し民印の会場は14時--15'1与

事 J~26 tヨ l兵器公F主語 7国公民館
民中央農協二土沢支f!Jr

+' 27日 大野災民館、横内印勉集
会場同意回公民館

.. 28日 ゴ民間公民館芦松原た1'"
宮官 民金田i~民館

生世10か刀から12か月末惜の赤ち
ゃんが史ける健診です。受診できる

医撹機関が誤られます@くわしいこ

とは保健所におたずねください。

母子健雄手帳とエマボジ持寄a

対象者妊娠8か月山上の方
場所 市役所男守一休養主主

時間 13時30分-16時まで。

日程 6月228C金コ
申し込み市様健輔生諜管23-1111

7月中に縞1歳になるお子さんを
対象に乳幼児品料教援を開きます@

日:，.， 7 JcJl3lj 13[待30クょカ〉ら
主君f3Fi' 平塚保健所

時30分母子緩慢手械を持参
6月19円神田公民館
721f'1 岡崎公民館
.(r 26日旭卦箆館
-9 28日吉沢公民館
7月 3Fl 須簡必民会官

-9 5 U 金回公民館
タ 10rJ 土崩公民館

霊童文す襲・初回 、2間受ける C接積:ぅ
日に満3密をご経過して、 6諜に達す

るまでの幼児。接種燭{市立7C!-14
(1) ・追加 '1[見受ける〈昨年初日

接掃を完了した幼児〉 初 @]1[ロ}し

か受けていない幼児は受げなおし。

怒時間 13時3C分.-._15時まで。ただ
し、);(同]の会場は14時-15時まで。
醸巡回日程(1自 eD
6 FJ20日 中原公民館余回公民館

崎公民館

1-' 21; i 大野土品ミ鰐神田火災館
持母岳会公民館

o' 22fl 花木公民館市仏℃
仁次日Jl土点年 6tlの予定〉

603月
227fワ
317Pl 
15耳可
2161司

1441勺

157円
167円

生活関連物資錨絡調変

モニ丘一30人による5月四平均価格

品 I規格 iIJ守菅沼

合成抗弁1，j 1. 66kg入 I601PJ 
在》 可 i上自 1k9 I 235F可
サヨダ油 i 700fJ i 289月
小麦粉 I 1 均 I162内
しょう噛 11 1入 I231円
トイレQ)i h引，;，!佃 ii むむ μ 凶 I 14ち円
巻取紙 I^ I 
阪出|前 1009I 16C月
鶏 卵 IM1山田入 I178月
プロパン I10 地 I 339内
灯 油 I18 Q記述 I659F弓

結核{健診の日程
日 税 9 時半~1I&ネ半 l品<¥"4"-15時半
7月12日 大神集会場 。神田公民館

7月13日横内臼j刊第会場 む横内片民館

7月16H 真と公民館 !日四之宮公民館

7 fJl8日東中原住宅集会場 内六野ぷ民館

7 YJ19E1 ふじみ野団地業企持 じ岡崎公民館

7 Pl20fi 議Uj~テ 「掛島台民館

7 YJ23日 常1 公民責I{ 11;11:神社社務所
7 Yj24H 万臼公民知 一一

7 }j25日引いド;t_"民館 一一一

7月26日蝕起ニ集会場 一

7月27日 八幡小学授 f;.八楢公民蔀1
7 }"')30日なでしこ会館 鍔 2消防づりU]

7 _F'131日 li;lilll:.f_~'l~貧困 ι三，-_t長主止とb、頃日
他の地民社次でお知らせ7品。
九印の会揖でほ、 40歳!'}r.のえfに筏環器鍵【:舎を、
また、 18両日乾~49議までの婦人を対象にj罰則険査を

行 v、、必要とみとめた方には医師によあ聴打診を

行う。時間d午後、1時40分-3時

作

点

、

一

一

T

j

‘
H

1

l

令

H

汁

〆

ム

T

Z
ア
人
花
肝
堀
本
別
松
松
桂
松
揖
三
比
矢
山
山
出
ム
山
本
拡
前
臥
開

みんなそろって体力づくり

き 6月17日〈日〉
午前卦時部分~午後4時

。ところ 見間合体育館

知らない人と友達になって

一日を楽しくすごしましょう

主龍平塩市、平塚市教育要員企

平離部背振興連絡協議会

年援市体宵指揮委員連絡協議会

協力問村ぼやい保宥品

。と
6月17祭〈悶〉
ノゴ、間百ど)'Cf子

く〉集会場所平塚釈ハス停?番線 S待

心コース 平按車問伊勢原野.--程長名lR 国分寺

剥:早111拭l'rl公E自門沢櫨駅z 茅 d崎

駅z 平援釈〈徒主伝約12帥〉

串持参するもの弁当、水紫、はきなれた靴

主主通費約 50C円を準備する。

担当悼腎諜 TE L31-3060 31~3057 

く〉期沼



最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
-
所
へ
e

淘
遂
ポ
ス
亨
i
募
集

同
経
路
童
E

ヰ
に
ち
な
y
ん
だ
「
同
連

ポ
ス
主
1
」
を
募
集
し
て
い
る
c

マ
資
格
大
学
生
と
一
般

マ
規
塔
半
切
(
約
日
目
内
J
X
河
内
ツ
)

ま
た
は
四
川
前
(
認
可
×
位
向
ノ
)

県
立
藤
沢
高
等
職
業
部
副
相
続
で
は
マ
締
め
切
D

7
月
初
日
(
金
)

日
年
度
棲
期
経
理
容
訓
練
生
を
募
集
守
応
募
先
伴
品
の
裂
に
住
所
、
民

し

て

い

あ

。

名

、

年

齢

、

職

業

(

ま

た

は

学

捜

名

マ
内
容
撞
式
帯
訟
に
よ
る
記
綬
か
学
年
〉
電
話
伊
凶
明
記
し
て
市
生
活
誤

ら
期
務
諮
置
の
作
成
ま
で
白
知
語
、
(
噂
詰
出
品
l
二
二
肉
親
二
六
回
〉

技
術
の
習
揮
を
、
商
業
簿
記
、
工
業
へ
由
レ
込
み
を
。

簿
記
、
原
価
許
算
、
会
計
学
、
税
務
町

2
1
i
l
i
l
i
-
-
i
i
l
i
a
-
i
j

ニ
級
簿
記
誘
度
開
聞
く
…

余
計
、
珠
鼻
、
合
計
機
議
何
等
に
よ
…

i
t
-
-

っ

て

行

う

。

平

塚

両

刷

工

蚕

議

所

一

で

は

、

今

年

も

マ
定
員
組
人
(
男
主
共
〉
コ
級
謂
記
諮
問
伊
を
隠
く
。

マ
期
間
六
か
月
(
m
w
R
1臼
i
〉

門

vn
即時

7
月
同
日
か
ら
日
月
2
日

マ
募
集

7
月
2
日
か
ら
r8月
I
B

ま
で
の
三
十
六
日
間
、
午
捜
六
時
か

ま

で

。

ら

八

時

ま

亡

。

詳
し
い
こ
と
援
饗
副
訓
練
校
(
篭
マ
場
所
商
工
会
議
所
第
一
一
会
議
室

諮
O
凶
六
六
お
!
一
一
密
二
五
)
か
マ
受
託
同
組
]
万
九
千
円

市
役
所
周
辺
を
通
っ

e

質
問
…
て
い
る
と
、
よ
〈
通
行

人
か
ら
市
役
所
、
密
書
柑
州
、
嬉
物
館

警
宗
、
県
平
壇
合
同
庁
舎
、
青
少

年
金
鍔
弾
む
場
所
在
筒
か
れ
る
。

通
行
人
に
わ
か
D
や
す
い
子
会
つ
じ

市
役
所
白
沼
D
へ、
4

早
大
観
を
そ
乙
一
ね

な
い
穆
産
の
案
内
伎
を
設
置
し
で
く

だ
さ
い
。
A
申
曲
士
見
田
代
智
雄
氏
V

先
日
は
、
貴
重
な
なあ

マ
日
時

7
月
お
円
か
ら
8
月
刊
ω
は

ま
で
の
毎
週
木
曜
H
午
俺
一
一
昨
か
ら

同
時
ま
で
。

マ
A

民
間
期
稿
祉
〈
(
日
館

マ
定
長
百
十
人
(
均
密
航
)

マ
闘
し
込
み

7
月
7
日
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢

職
業
と
議
話
番
辱
玄
起
す
八
し
て
一
T

m平
域
市
追
分
1
1
日
平
塚
市
善

意
銀
行
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ル
係

(
電
話
m
j
一
一
一
じ
む
〉
へ
。

最

低

工

費

の

決

定

…

境
内
労
働
誕
の
規
定
に
甘
世
づ
き
、

神
奈
川
県
エ
プ
ロ
ン
製
造
業
損
紙
工
か
ら
告
一
次
の
符
贈
を
受
け
、
線
化
玄

賃
制
決
定
さ
れ
、
六
月
十
一
一
一
日
か
ら
つ
り
期
間
中
白
山
刃
-
一
十
九
日
に
、

効
力
が
発
生
し
た
ロ
会
期
に
訪
れ
た
市
民
に
先
誌
編
で
記

詳
し
く
は
平
泉
労
働
畢
準
監
督
署
布
し
た
。

ハ
T
E
L
m
ω
!
四
六
0
0
)
に
問
い
山
野
草
外
4

一
一
種
目
本

合

わ

せ

を

。

一

、

。

、

g
g
a
z
e
 

マ
吊
し
d
L
m
七
月
十
日
ま
で
一
長
官
講

料
を
市
え
一
で
品
門
下
会
話
叫
岬
へ
お
申
し

4
7
4
そ
ロ
ゃ
~
だ
し
、
五
十
人
に
な
D

L
持
~
い
鮪
め
切
為
。

詳
し
い
こ
と
は
、
議
語
n
i一一五

)
O
へ。
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ

i

一

平
塚
市
茜
議
銀
行
で
は
、
福
祉
に

欠
り
た
人
び
と
の
盤
投
費
金
に
市
民

か
急
寄
せ
ら
れ
私
」
衣
類
等
チ
ャ
2
7

f
パ
ず
l
玄
関
く
。
む
協
力
を
。

マ
日
時

E
h
η
日
(
日
)
今
後
一

時
か
ら
三
時
ま
で
。

マ
潟
討
平
按
信
用
金
麗
本
目
前

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
変
…

ボ
タ
ン
テ
ィ
ア
活
動
yd鴻
し
て
、

少
し
で
も
な
舎
の
た
占
り
に
役
立
ち
た

い
と
い
う
方
が
増
r

え
て
い
る
。

ζ
れ

ら
の
方
々
む
た
め
に
、
平
程
前
篭
島

銀
行
で
は
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
a

ス
タ

ル
」
な
関
く
。

岩
田
中
央
さ
ん
ハ
閉
之
色
七
点
h
i
ハ〉

します

b
が
と
う
む
一
↓
ざ
い
ま
し
た
。

最
近
市
役
所
を
訪
れ
る
市
民
の
み

な
さ
ん
か
ら

R
同
じ
委
認
を
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
る
で
す
。
た

rvか

に
と
指
摘
の
と
お
わ
d

、
市
役
所
を
中

心
に
公
持
班
設
〈
市
役
所
、
市
町
宮
所

新
館
、
福
社
会
潟
、
博
物
館
、
図
醤

館

、

県

平

語

合

同

庁

舎

、

青

少

年

金

の

た

び

庁

舎

市

民

ホ

ー

ル

内

、

郵

強

70

館

、

郵

便

属

、

横

揖

地

方

法

勢

同

局

交

差

点

付

近

、

図

書

館

前

、

庁

舎

今

後

も

市

政

に

対

す

る

と

意

見

、

等
〉
が
集
中
し
て
お
白
、
施
設
を
利
か
幻
に
T

く
い
と
い
う
と
丘
で
、
と
迷
新
館
付
近
の
四
か
所
へ
設
置
す
る
こ
口
一
指
日
喝
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

用
車
る
市
民
自
み
な
え
に
は
分
惑
を
お
か
ピ
で
い
ま
し
た
が
、
と
と
と
し
て
、
た
だ
い
ま
製
が
中
で

A
行
政
謀
庶
務
孫
V

るひらつか
市内芭情動する地域首刑づl、

中心、とした汚ーサ タノレグループ、

青今致活などをとおして、

の得匂二のすがこを 7子良で紺すむ。

「し、まのもい苦は j という

耳にするが、地域相会にほかげ、

市役所の市良市-)~にも案内板が設鐙される

へ

血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七
月
一
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
の
開
「
パ

パ
と
マ
マ
は
献
血
、
ぼ
く
と
わ
た
し

は
点
液
型
判
定
」
主
7
1
マ
に
、
献

血
と
向
山
縦
型
判
定
安
汚
う
。

回
受
け
付
け
午
前
九
時
j
十
一
時

午
後
は
一
時
か
広
以
内
時
ま
で
会
た
だ

し
土
露
日
は
」
午
前
中
白
み
。

・
献
血
児
縮
か
ら
臼
靖
去
J
h
L
G

・
血
夜
羽
判
定
献
血
に
品
れ
た
父

兄
同
作
む
兎
五
百
T1

・
湘
南
諒
十
字

m殺
セ
ン
タ
ー
(
凶
器

開肌町
2

幻
T
E
L
M
M
六
六
一

一〉ザ
社
全
福
祉
へ
大
久
保
持
牢
六

千
円
、
苅
地
鼠
悪
業
f

二
千
円
凸

丹
、
T
Y
二
千
円
、
辺
境
市
中

央
般
協
内

f
八
げ
円
、
昨
名
点
l

同
自
白
、
相
撲
馬
子
二
子
円
、

円
平
八
二
千
円
、
大
住
中
学
出

社
会
問
問
万
中
日
自
九
十
六
円
、
ー

税
引
百
点
)
万
円
、
平
境
ス
…
7
1
ショ

ジ
ピ
ル
名
目
会
問
十
三
万
七
王
ハ

十
五
円
、
林
層
調
山
口
四
千
七
百
七

十
九
円
、
庶
名
一
万
円
、
高
本
反

日
目
~
万
四
千
ε

八
十
九
月
、
一
市
民

二
千
円
、
杉
山
民
ピ
尚
二
百
二
十

五
円
、
騎
馬
凡
同
二
千
円

マ
者
人
福
祉
へ
・
件
人
日
成
占
一
一
子

円
、
混
合
白
一
駐
車
問
二
J

十
円

マ
交
通
遺
児
へ
・
南
口
子
供
ク
ラ
ブ

一
一
一
千
六
一
日
公
円
、
高
橋
理
主
有
限

会
社
十
万
円

シ
っ
こ
こ
、
。
、

ふ
d
J
J
J
e
J
/
A
N
l
u
y

動
i
uて
い
主
9

が、

め
民
間
企
に
開
っ
て
い
ま
す
。

い
福
パ
日
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

助
長
や
寄
付
金
を
お
願
い
し
ま
す
。

門V
賛
助
金
)
口
五
円
円
(
向

も
ぷ
い
〉

マ
特
別
雨
時
助
金
十
一
子
円
い
k

!然動駒保及セン占ーでは、てヌ;による野犬

の均加と犬によるむと宝をとr;/j<''t.:.:.め、今)1も次の
日むで京JlJ犬の巡回 J郎平を行う。

三吉臼犬を出下される方は、 「日}かんJ r犬の主主
;.LJ r注財部友Jと主主犬〆を参のうえ会場
へお出かけを。なお、収符の停限時泊lは 5分
J!りなのでおまちカ:いのないように。

7月7 羽 (二七) 7 fl14日 (ごと〉
9 '00 争P行1土々 空白 9 ' 20 手公MおとE己貸宮
9 '20 ":.I.:..:塁打¥民館 9 40 境問公民館
9 '5日 中京公民館 10 ， 00 花水公民館
10 10 祭出会与工法 10'20 訴す見公民館
10' 30 以砧公民館 10: 50 鱈

10: 50 副首公民館 11 : 15 ピ民公民館
11 '10 J川均公民館1
11 ' 30 会[1 ::d.-~館

茶潟寺の寺名碑 u王へ行くと茶湾寺〉

大[1Jの茶潟守;土、

~lJi] 1接続茶f続投混雑といい、浄

ゴ→子です。ヲ吋をに紅白

地域から参し、会;仰を集めてい

る乙とから茶話芸与という適応をも

て〉もので、ホジ々カサマといわれ

る溜捧慢を本尊としています。 3鴻自
1聡ら障Lに茶謹犠幸寺という名をもてつ〉

山だけでな〈、 八F庁 ι:建君Jμ'i初医町fη〉骨
2以守Eι」、寺、議毛仁義1'f市〉の地蔵堂、
日向仁伊勢原市〉む願寺など

があり、いずれも修験壊蒋におけ

るはj内験者の滅界初先としての役

割jをもちます。しかし、 fよく周辺

地域在〉信仰を襲めてい乙のは大山

町長鴇存だけで、平塚・伊勢京・

浮木・相模原，愛JII.持久.JF'

タ時・寒川などをきイ闘とし、今

でも帯設が行われています。

なぜ大山白茶潟守が11;，<信仰さ

れているかは不明な点が長いむで

:31s、大山というJ土地が大きく関

慌しているようです。占依交人ζ 似た

人に金えるとレい、5伝承からは大L山u 
が山

かがえ、 ζれ7がうドT背主禁麦となつてf信言{惚J収将
を璃めていると考えられ才ま企ナo

間おたずねは博物館へ(33-511!) 

茶湯考の

-ー~日23~一一、

E 私たちの暮らしの中には
さ甘から伝わ!J、続げられて

きいる行事やしきた担などが

Eた〈さんあDます。とうい
E うものに四号お向け生活の墜
さ!と考えてみましょう。

Z 

Z 平塚周辺では詐式設 100日月、
Eあるいは 101日巴に大山白茶湯 C

Eちゃとう〉二こ行き、供量をして
Eもらうという習侍があDます。
三 須賀ではこれを百一日マイYと

さいい、 101日包に家の者が2人で

き故人の命日と戒名弓栴名を書いて

き茶湯寺へ行き、お径をあげてもら

きって寝釈迦様という釈迦D浸曙仁

三ねはん〉像を刷ったお札を受け、

Eお茶を求めて帰ります。お札は盆
芸に埋め、お茶は近所の人たちにふ

さるまいますが、茶話語寺へは&，j弐行

e <もので、行くと故人に似た人と
芸会えるといわれています。

芸 大野地目了おまE::Tか日に茶揚)千へ

E 事請し、謹思;~Jfiの像と血脈〈けち

Eみやく〉若宮受けてきて主宰に埋めた
~ lJ、倒牌の衷に貼Dつけたりしま
=:30 この時には須賀同様、お茶を
E求めて帰lJ、樹設などに配るもの
さだとされていま1ユ
言 ζ の他、下島では 101日目、真

E回では 1∞日回にやはり茶話尋寺に
き参詣してお白、 ζ心耳には故人と

きiじた人に会えるといわれ、市内で

っ
て
お
く
、
乙
ず
か
い
は
ま
る
つ

d

川

き
ι

り
与
え
な
い
な
ど
か
え
っ
て
よ

出

削

く

な

い

と

き

へ

学

日

義

め

割
ト
で
、
半
月
三
一
百
円
と
す
る
ο

子

t寸
府

ど

も

は

ζ
ず
か
い
か
ー
も
ら
う
に
け
を

いJ

到
来
し
み
に
レ
て
、
ふ
だ
ん
は
お
慢

対
日
前
ず
る
よ
ラ
に
な
っ
た

J

日

教

⑦

ト

字

h
y
A
使
い
方
を

A
4
山

東

京

へ

遊

σに
連
れ
て
一
打
っ
た

白
出
に
使
え
る
金
積
雪
決
め
て
、

小
?
慢
の
政
学
年
の
男
心
子
。
そ
の
朝
関
な
ら
と
や
か
く
百
わ
な

茨
の
金
を
品
ち
出
し
、
そ
れ
に
川
げ
い
こ
と
に
し
F
3
自
分
な
D
に自民

っ
て
~
っ
そ
争
っ
く
。
買
い
食
い
ぞ
う
ね
を
遊
び
、
高
い
安
い
も
考
え

し
た
り
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
に
行
っ
吉
郎
使
っ
て
し
宇
つ
こ
と
も
な
か

た
わ
d
fぴ
の
お
も
ち
ゃ
な
主
町
買
っ
た
。
自
主
性
に
ま
か
せ
た
ζ
と

っ
て
い
た
。
戯
し
く
し
か
っ
た
と
が
よ
く
、
お
金
の
有
り
難
た
川
崎
も

と
λ
、
そ
の
間
内
を
出
し
、
あ
や
分
か
っ
た
ド
令
、
ー
だ
。
そ
の
俊
「
お

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
、
反
街
し
て
か
ね
お
か
ね
し
と
ペ
わ
な
く
な

い
る
14
つ
な
フ
ゐ
と
と
官
庁
」
J

一
け
っ
て
お
U

い
た
。
こ
の
よ
う
な
子
二
二
士
一
手
⑦
子
ど
も
笠
己
九
一
山
口
調
子

ど
も
は
ど
っ
古
前
立
昨
/
一
y
d
の
心
の
つ
な
が
り
そ
探

た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
担
当
戸
品
め
た

と

の

量

子

。

一

一

一

戸

完

初

め

は

向

か

構

え

る

数
同
心
官
接
主
聞
け

F
E
T
4九
ポ
£
よ
う
な
一
気
持
ち
で
、
ま

る
い
っ
ち
に
、
お
叶
さ
ん
務
~
d
A
以
た
会
て
を
つ
い
て
い
る

円
三
ま
で
の
乙
と
を

3
4弓
一

E
J
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
と
い

あ
れ
こ
れ
ヲ
λ
た
上
、
子
ど
も
の
っ
た
m
m
い
も
あ
っ
た
が
改
め
て
揖

保
川
町
ち
そ
受
け
入
れ
、
子
N
y
y
b
白
子
の
心
の
つ
な
が
り
が
一
滅
的
ゐ
よ

気
持
ち
に
ぽ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
う
に
心
掛
け
た
。

な
ら
な
い

r互
に
気
づ
か
れ
J
し

T

に
あ
お
母
さ
ん
の
殻
つ
か
の
ム

た
:
そ
の
制
説
対
処
さ
れ
た
こ
と
十
人
や
試
み
が
、
干
ど
も
を
短
い
期

は
次
の
よ
ろ
な
と
と
で
し
た
一
」
間
に
安
心
の
で
き
る
一
よ
う
な
状
態

出
お
こ
「
か
い
の
乍
え
万
で
に
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
か
で
き

吠
U
い
れ
が
あ
ゐ
時
は
一
矧
に
た
も
の
》
考
え
去
す
。

行
〉
て
代
っ
、
お
や
つ
は
常
に
氏

大!ll

o関曜日昭和何年3月宮町仁田〉
o金 堺市民セジ虫」大木-;r.-

o申し込み 7月来日までに、市民セジ点町
事務局 CTE 1.32-2235)へ。
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